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１． 事業者名 株式会社坂田電気工業所

２． 代表者氏名 代表取締役   坂田　雅信

３． 所在地 本　  　 　社：静岡県浜松市西区雄踏町宇布見5175-1

湖西営業所：静岡県湖西市新居町内山3021

４． 事業活動 電気工事・電気通信工事・消防施設工事の設計施工と保守管理

５． 従業員数 ２２名

６． 資本金 ２千万円

７． 環境管理責任者　 取締役　坂田　望

連絡担当者 総務課　小野　元章

８． 連絡先 TEL　053-592-1309 FAX　053-596-0356

https://www.sakatad.com

９． 建設業許可

建設業

静岡県知事許可　（特ー３）　１５３３号

許可業種：電気工事業（特）、電気通信工事業（般）、消防施設工事業（般）

許可年月日：２０２２年　３月２７日 有効期限：２０２７年　３月２６日

１０． 事業の規模

① 設立

（現在地）

② 事業規模

単位 2020年 2021年 2022年
百万円 514 737 562

人 23 20 22

ｍ2 257.7 257.7 257.7

ｍ2 163.68 163.68 163.68

ｍ2 70.87 70.87 70.87

１１． 事業年度　　

６月１日～翌年５月３１日

１２． レポートの運用期間及び発行日

１３． 認証・登録の対象範囲

全組織・全活動

事務所床面積

倉庫床面積

西資材置場

環境経営レポート運用期間（2022年6月1日～2023年5月31日）

環境経営レポート 発 行 日（2023年6月30日）

Ⅰ　組織の概要

活動規模
売上高
従業員

1962年12月25日（創業60年）

1976年5月（移転）

E－ｍａｉｌ：sakatad-yuto2@ma.tnc.ne.jp

https://www.sakatad.com/


＜環境管理組織における機能＞

経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限

② 環境方針の制定と社員への周知

③ 環境管理責任者の指名

④ 全体の評価と見直し(経営における課題等を整理・明確化)

環境管理責任者

① 環境方針の取りまとめ

② 実施体制の構築と環境経営活動の推進

③ 環境経営目標及び環境経営計画の承認・進捗管理

④ 環境経営推進会議の実施

⑤ 経営者への進捗報告(経営における課題等を整理・洗い出し)

EA-21活動事務局

① 環境方針の提案
② 環境経営目標及び環境経営計画の取りまとめ

③ 各部門のデータの取りまとめ

④ 環境経営計画の予実績の取りまとめ

⑤ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施

⑥ 環境関連法規等最新版管理・実績報告

⑦ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行・訓練の実施

⑧ 文書・記録の管理

各部門

① 環境経営目標及び環境経営計画の実施

② 部門データの集計・報告

③ 問題点の把握と是正の実施／従業員教育(社員への周知)

環境管理責任者

Ⅱ　実施体制

対象範囲：本社及び湖西営業所

経営責任者

（代表取締役）

坂田　雅信

（取締役）

坂田　望

EA-21活動事務局

坂田　泰三

総務課 工事課　・　営業課 湖西営業所

（取締役）

現場責任者

(環境管理者)

現場

工事部従業員

２



《企業理念》

《環境経営方針》

１．

　

① グリーン商品の調達・購入に取り組みます。

② 電気設備工事に対し顧客へ環境に配慮した製品の提案に努めます。

③ 二酸化炭素の排出量の削減、水資源使用料の削減・節水に努めます。

④ 廃棄物の排出量の削減と建設リサイクル法による再資源化推進に努めます。

２．

３．

４． 環境経営を継続的に改善します。

制定年月日 2022年3月1日

代表取締役 坂田　雅信

株式会社坂田電気工業所

Ⅲ　環境経営方針

株式会社坂田電気工業所は、「おかげさま」の心で社会にそして地元に貢献できる　　　　　企業
とは何かを胸に、一歩一歩確実に歩んで参ります。その中で地球温暖化問題　　　　　　への取り
組みや地域の環境活動に自主的に取り組み、電気設備工事の事業活動を　　　　　　通じて、従
業員一丸となって継続的に環境負荷低減活動に取組んでまいります。

当社は、事業活動が環境に与える影響を把握し、環境負荷低減・環境に配慮した
活動を取り組むため環境目標を定め、実行し、定期的に実施状況を確認・評価し、
継続的な改善活動に努めます。

環境に関する法規制を遵守します。

全従業員に環境経営方針を周知徹底し、環境問題への意識向上を図ります。
また、環境経営レポートを公表し、地域社会へコミニュケーションを図って行きます。



１．運用期間（2022年6月〜2023年5月）

基準期間

2020年6月〜
2021年5月

基準値 目標削減率 目標値

グリーン商品の購入 件数
基準値設定

2021年度実績
(購入率65%)

1.5% 66.5%

グリーン調達品の提供推進 件数 提供推進
提供推進
(実績報告)

kg‐CO2 51,960 -1.5% 51,181

電力 kWh 12,845 -1.5% 12,652

ガソリン Ｌ 14,880 -1.5% 14,657

軽油 Ｌ 4,015 -1.5% 3,954

灯油 Ｌ 506 -1.5% 498

液化石油ガス kg 4.97 -1.5% 4.90

㎥ 91.5 -1.5% 90.1

一般廃棄物排出量 kg 基準値設定
2022年度実績による

分別排出の推進

産業廃棄物排出量 kg 40,619 -1.5% 40,010

再資源化量(プラス目標)
「建設混合廃棄物から
金属くず」への再資源化

kg 6,865 1.5% 6,967

＜備考＞

２．中期の環境目標

基準年度

2020年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2028年度

2020年6月
〜

2021年5月

2023年6月
〜

2024年5月

2024年6月
〜

2025年5月

2025年6月
〜

2026年5月

2026年6月
〜

2027年5月

2028年6月
〜

2029年5月

グリーン商品の購入 件数
基準値設定

2021年度実績
(購入率65%)

2021年度
(65%)+2.0%

2021年度
(65%)+3.0%

2021年度
(65%)+3.5%

2021年度
(65%)+4.0%

2021年度
(65%)+5.0%

グリーン調達品の提供推進 件数
提供推進
(実績把握)

提供推進
(実績報告)

提供推進
(実績報告)

提供推進
(実績報告)

提供推進
(実績報告)

提供推進
(実績報告)

kg‐CO2 51,960 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

電力 kWh 12,845 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

ガソリン Ｌ 14,880 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

軽油 Ｌ 4,015 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

灯油 Ｌ 506 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

液化石油ガス kg 4.97 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

㎥ 91.5 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

一般廃棄物排出量 kg
基準値設定

2022年度実績による
382.86

2022年度
-2.0%

2022年度
-3.0%

2022年度
-3.5%

2022年度
-4.0%

2022年度
-5.0%

産業廃棄物排出量 kg 40,619 -2.0% -3.0% -3.5% -4.0% -5.0%

再資源化量(プラス目標)
「建設混合廃棄物から
金属くず」への再資源化

kg 6,865 35.0% 35.0% 35.0% 35.0% 35.0%

＜備考＞

１．

２．

３． 廃棄物排出量の「建設混合廃棄物」から金属のみに分別化作業を行い「金属くず」として再資源化を進め、環境に配慮した自社の取り組みの推進を図る。

環境に配慮した
自社の取り組み

環境に配慮した
製品の提供

Ⅳ　環境経営目標

項目 単位

運用期間

2022年6月
〜

2023年5月

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量

内訳

水使用量(上水)

廃棄物排出量

環境に配慮した自社の
取り組み

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績－　2021.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数であ
る0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

項目 単位

目標年度

環境に配慮した
自社の取り組み

環境に配慮した
製品の提供

２．「環境に配慮した自社の取り組み」の再資源化量(プラス目標)は、「建設混合廃棄物」を金属のみに分別化作業を行い「金属くず」として再資源化を図る。

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績－　2021.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数で
ある0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

内訳

水使用量(上水)

廃棄物排出量

環境に配慮した自社の
取り組み

2021年度のグリーン商品の購入実績を目標値に設定した

４



6月～8月 9月～11月 12月～2月 3月～５月

事務局

　

① フィルター定期清掃 　

② 使用していない部屋の空調停止 　

灯油 ストーブ 湖西 ① 灯油の節約(外出時の消火)

液化石油ガス 給湯機 事務局 ① 節約の推進

① コピー用紙の両面使用

② 廃棄物の分別とリサイクル

① 廃棄物の分別化

② 再資源化の推進

③ 3ヶ月毎実績の見える化

環境に配慮した
自社の取り組み

現場 金属類
現場

責任者
① 有価物の再資源化

(「建設混合廃棄物から金属くず」への再資源化)

事務用品

Ⅴ　環境経営計画

（運用期間：2022年6月～2023年5月）

目標 区分 項目 責任者 活動項目

スケジュール(2022年度)

環境に配慮した
自社の取り組み

グリーン購入

環境に配慮した
製品の提供

グリーン調達品
の提供推進

グリーン
調達

空調

ガソリン ・ 軽油
乗用車
作業車

二酸化炭素

排出量の削減

購入電力

照明

廃棄物排出量の

削減

事務所 紙類 事務局

事務所及び
現場

一般廃棄物
及び
産業廃棄物

現場
責任者
及び

事務局

① 節水の推進水使用量(上水) 上水
水飲み場
手洗場

事務局

車両
担当者
及び

事務局

事務局

事務局

① エコドライブの周知

① 節電の推進(消灯の徹底)

 現場
責任者

① グリーン商品の提供推進

① 環境ﾗﾍﾞﾙ対応品の把握・購入

５



①運用期間（2022年6月〜2023年5月）の環境目標の実績
基準期間

2020年6月
〜

2021年5月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値

実績
削減率

評価

グリーン商品の
購入

件数
基準値設定

2021年度実績
(購入率65%)

1.5% 66.5% 72% 8.3 〇

グリーン調達品
の提供推進

件数 提供推進
提供推進

(実績報告)

道路照明
LED化 18件

工場・住宅工事
LED化 65件

〇

kg‐CO2 51,960 -1.5% 51,440 50,951 -1.0 〇

電力 kWh 12,845 -1.5% 12,717 12,007 -5.6 〇

ガソリン Ｌ 14,880 -1.5% 14,731 14,268 -3.1 〇

軽油 Ｌ 4,015 -1.5% 3,975 4,341 9.2 ×

灯油 Ｌ 506 -1.5% 501 486 -3.0 〇

液化石油ガス kg 4.97 -1.5% 4.92 4.14 -15.9 〇

㎥ 91.5 -1.5% 90.6 73 -19.4 〇

一般廃棄物
排出量

kg
基準値設定

2022年度実績に
よる

分別排出の
推進

382.86 〇

産業廃棄物
排出量

kg 40,619 -1.5% 40,213 40,912 1.7 △

再資源化量(プラス目標)
「建設混合廃棄物から
金属くず」への再資源化

kg 6,865 1.5% 6,933 19,097 175.4 〇

(1) 実績削減率＝[（実績値-目標値）/目標値]×100

(2) 評価方法　→　〇印：達成，△印：ほぼ達成，×印：未達成

(3)

＜評　価＞

原因

是正

原因

効果

Ⅳ．環境経営レポートの５ページの「環境経営目標の２．中期の環境経営目標」の通り

環境に配慮した自社の
取り組み

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項目 単位

運用期間

2022年6月
〜

2023年5月

環境に配慮した
自社の取り組み

二酸化炭素排出量

内訳

水使用量(上水)

廃棄物排出量

環境に配慮した
製品の提供

環境に配慮した自社の
取り組み

再資源化量の目標
(達成)

LED化工事等の金属くず廃棄物の増加した

金属くずの分別化を推進し再資源化量(プラス目標)が大幅に増え再資源化率が80%を
超える成果となった

②次年度の環境経営目標

＜備考＞

二酸化炭素排出量
削減

(達成)

高所作業車を利用した外灯修繕業務を受注した関係で軽油の使用量が増加した

他項目に対する環境活動を推進した結果、二酸化炭素排出量削減目標を達成した

「環境に配慮した自社の取り組み」の再資源化量(プラス目標)は、「建設混合廃棄物」を金属のみに分別化作業を行
い「金属くず」として再資源化を図る。

６



基準値 51,960 (kg-CO2) 目標(-1.5%) 51,181 (kg-CO2) 基準値 12,845 (kwh) 目標(-1.5%) 12,652 (kwh)

基準年比 98.1% 基準年比 93.5%

実績 -1.9% 目標達成 99.6% (-0.4%) 実績 -6.5% 目標達成 94.9% (-5.1%)

基準値 14,880 (L) 目標(-1.5%) 14,657 (L) 基準値 4,015 (L) 目標(-1.5%) 3,955 (L)

基準年比 95.9% 基準年比 108.1%

実績 -4.1% 目標達成 97.3% (-2.7%) 実績 +8.1% 未達成 109.8% (+9.8%)

基準値 4.97 (kg-CO2) 目標(-1.5%) 4.90 (kg-CO2) 基準値 506 (L) 目標(-1.5%) 498 (L)

基準年比 83.3% 基準年比 96.0%

実績 -16.7% 目標達成 84.5% (-15.5%) 実績 -4.0% 目標達成 97.6% (-2.4%)

排出量基準値 40,619 (kg) 目標(-1.5%) 40,010 (kg) 基準値 91.5 (㎥) 目標(-1.5%) 90.1 (㎥)

排出量 基準年比 100.7% 基準年比 79.8%

実績(kg) 293 未達成 102.3%  実績 -20.2% 目標達成 81.0% (-19.0%)

再資源化 kg 19,097 再資源化 再資源基準値 6,865 (kg) 目標(+1.5%) 6,968 (kg)

率 46.7%  目標達成  再資源化率 16.9% 目標(+1.5%) 18.4%

目標削減率 -1.5%(4.90kg) 目標削減率 -1.5%(498L)

目標削減率 -1.5%(40,010kg) 目標削減率 -1.5%(90.1㎥)

目標再資源化率 +1.5%(6,968kg)

Ⅶ　環境実績経年変化結果

(2020年度期間2020年6月～2021年5月基準　/　2022年6月～2023年5月)　活動2期目

目標削減率 -1.5%(51,181(kg‐CO2)) 目標削減率-1.5%(12,652(kWh))

目標削減率 -1.5%(14,657L) 目標削減率 -1.5%(３,955L)
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今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

環境に配慮した
自社の取り組み

グリーン購入 事務用品 事務局 ① 環境ﾗﾍﾞﾙ対応品の把握・購入 〇
アスクル購入品
2021年度65%(85点/129点)

2022年度72%(80点/111点)

2021年度の65%＋2%を
目標に活動する

環境に配慮した
製品の提供

グリーン調達品の
提供推進

グリーン調達 現場責任者 ① グリーン調達品の提供推進 〇
道路照明LED化 　  18件
工場・住宅工事LED化　65件
エアコン工事　       17件

実績把握に努め数値化

照明 事務局 ① 節電の推進(消灯の徹底) 〇 昼休み等消灯を実施 節電に努める

① フィルター定期清掃 〇
使用前に確認清掃を
実施

継続実施する

② 使用していない部屋の空調停止 〇 空調切確認 使用後の空調切確認

ガソリン ・       軽
油

乗用車
作業車

事務局
及び

担当者
① エコドライブの周知 〇

エコドライブ推奨を
朝礼等で伝達

周知徹底を図る

灯油 ストーブ 湖西 ① 灯油節約の実践(省エネ) 〇 離席時の消灯 節約に努める

液化石油ガス 給湯機 事務職員 ① 適温の把握と節約 〇 節約実施し効果が高い 節約に努める

水使用量
(上水)

上水
水飲み場
手洗場

事務局 ① 節水の徹底 〇 節約実施し効果が高い 継続実施する

① コピー用紙の両面使用 〇 裏紙使用の徹底実践 継続実施する

② 廃棄物の分別とリサイクル 〇 古紙へのリサイクル 継続実践する

① 廃棄物の分別化 〇
廃棄物分別の実施
一般廃棄物2022年度実績

382.86kg
継続実践する

② 再資源化の推進 〇 金属くずを分別し再資源 継続実施する

湖西 ③ マニフェストの管理・報告 〇 実績報告 期限内に実施する

環境に配慮した自
社の取り組み

現場 金属類
現場

担当者
①

有価物の再資源化
(「建設混合廃棄物から金属くず」へ
の再資源化)

〇
40,912.2kgに対し
再資源化19,097kg
再資源化率46.7%

再資源化量と
再資源化率の
増加を目指す

(1)

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

（運用期間：2022年6月～2023年5月）

目標 区分 項目 責任者 活動項目

評　価

二酸化炭素
排出量の削減

購入電力

空調 事務局

現場
責任者
及び

事務局

＜備考＞

　評価判定 ： ○（良くできた） ， △（まあまあできた） ， ×（できなかった） ， -（実施が見送られた）

廃棄物排出量の
削減

事務所 紙類 担当者

事務所及び
場

一般廃棄物
及び
産業廃棄物

７



１．環境関連法規の遵守状況
　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2023年6月30日

評価者　環境管理責任者　坂田　望

確認者　担当者　　　　　　　小野　元章

条項 適用内容または規制基準値 備考
遵守
評価

第6条の2第6項 市町のルールに従った分別と搬出及び業者委託 業者委託時は許可証確認（契約書作成が望ましい） ○

第12条第2項
産業廃棄物保管場所への掲示板の設置/廃棄物の悪臭・飛
散・地下浸透防止

掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上の大きさ）保管場所で
の環境被害防止

○

第12条第5項 産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託契約

契約書の締結及び保存
基本契約
(株)柳産業　2021年8月18日／
(株)エムエスケイ　2021年8月26日／
(株)ホウダイ　2020年12月1日 (湖西営業所)

○

第12条の3第1項第2
項､第6項

マニフェストの交付・保管・期間内返却の確認
Ａ票（委託時、電子マニは３日以内）Ａ票～Ｅ票：５年間
Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以内

○

産業廃棄物管理票交付等状況報告
6月30日までに許可権者に報告（電子マニ分は猶予）
本社:電子マニ

○

産業廃棄物管理票交付等状況報告
6月30日までに許可権者に報告　湖西営業所
静岡県/西部健康福祉ｾﾝﾀｰ　排出0(書類提出は要らない) ○

第16条 投棄禁止 何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない ○

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第18条
対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設資材
廃棄物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告 ○

家電リサイクル法
（特定家庭用機器再商品化
法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な
引き渡し、料金の支払

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時のサイクル料金の
支払

〇

自動車リサイクル法
（使用済自動車の再資源化
等に関する法律）

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時） 〇

フロン排出抑制法
（フロン類の使用の合理化及
び管理の適正化に関する法
律）

第16条

第41条

・空調機器全ての第一種特定製品が対象
◎簡易点検（3ヶ月に一回以上実施）
・第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務

・第一種特定製品(湖西営業所)1台該当
◎簡易点検（3ヶ月に一回以上実施）

〇

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 資格は問わない ○

第10条 実地確認の実施と記録保存
処分委託先の年１回の実地確認と記録作成５年間保存
(株)ホウダイ　　2022年12月19日実地確認

○

第8条第1項 県外産業廃棄物搬入届出書
届出(契約書の締結)及び保存
2022.03.04届出　期間2022.04.08～2023.03.31
2023.03.16届出　期間2023.04.16～2024.03.31

○

第8条 県外産業廃棄物搬入状況報告書
6月30日までに許可権者に報告
2023.05.10提出 (豊橋市05.11受付)

○

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 資格は問わない ○

第10条 実地確認の実施と記録保存
処分委託先の年１回の実地確認と記録作成５年間保存
（委託先が優良認定業者であるときは免除）
(優良認定業者)(株)柳産業・(株)エムエスケイ

〇

法律
グリーン購入法
（国等による環境物品等の調
達等に関する法律）

第5条 事業者及び国民の責務(環境物品の購入) 環境配慮商品の購入 〇

静岡県
条例

静岡県生活環境の保全等に
関する条例

第3条 事業者(事業者等の責務 )

事業者、県、市町及び県民は、環境基本条例第３条に
定める基本理念にのっとり、それぞれの立場において
生活環境の保全等を図るように努めなければならな
い。

〇

浜松市
条例

浜松市環境基本条例 第4条 事業者(事業者の責務)

事業者は、第3条に定める基本理念にのっとり、その事
業活動が環境に与える影響を認識し、公害の防止、環
境への負荷の低減その他の環境の保全及び創造に資
する必要な措置を自ら積極的に講ずるよう努めなけれ
ばならない。

○

＜備考＞

(1)

２．違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘や利害関係者からの訴訟等は過去３年間ありません。

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

法規・条例・規制

廃棄物処理法（廃棄物の処
理及び清掃に関する法律）

第12条の3第7項

静岡県産業廃棄物の適正な
処理に関する条例

建設リサイクル法
（建設工事に係る資材の再
資源化等に関する法律）

静岡県
条例

　遵守評価：○（遵守） ， △（検討中） ， ×（非遵守） ， 該当なし（当該取り組期間において該当する事例なし）

義
務

愛知県
条例

法律

愛知県産業廃棄物の適正な
処理の促進に関する条例

浜松市産業廃棄物の適正な
処理に関する条例

浜松市
条例

責
務

８



作成　 2023年6月30日

確認

1 ☑

2 ☑

3 ☑

4 ☑

5 ☑

6 ☑

7 ☑

8 □

株式会社坂田電気工業所
代表取締役　　坂田　雅信

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

その他（                                 ）

取引先、業界、関係行政機関、
その他の外部動向

特になし

2022年度は、従業員一人一人の環境活動が意識付けが進んだ結果年間目標を達成できた。

特に金属類の再資源化率が4０%を超える結果が出せた。

2023年度も事前確認を徹底し「ロスや無駄を省き」成果に繋げていきたい。２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

2023年6月30日

環境経営計画
再資源化量(プラス目標)を再資源化率の
向上に目標を変更し取り組む

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

初年度は(3ヶ月)目標に対し二酸化炭素排出量実績が+6.９%(106.9%)と成果は出せなかったが、

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書

環境経営目標及び目標達成状況
軽油の使用目標と産業廃棄物総排出量の
目標が達成できなかった

環境経営計画及び取り組み実施
状況

継続して取り組む

環境関連法規要求一覧及び遵守
状況

違反の指摘・訴訟はありません

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施
状況

特になし

外部からの苦情などはありません

９


